
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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東条町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
・財政力指数：　7年連続で伸びを見せ、０.８７となっており、類似団体内では最上位となっている。しか
　　し、近年、税収の徴収率が年々下がっており、今後、滞納整理の強化などによる税収の確保や歳
　　出の徹底的な見直しを行い、現状の水準を維持する。
・経常収支比率：　扶助費及び繰出金などの増加により、９０.１％と類似団体平均を若干上回っている。
　　給与の適正化などによる人件費の削減など行財政改革への取り組みを通じて義務的経費の削減
　　に努める。
・起債制限比率：　ふるさと農道整備や道の駅とうじょうの建設等に係る起債の償還に伴い上昇し、類
　　似団体平均を大きく上回っている。合併後も投資的事業の抑制など、起債依存型事業の見直しに
　　より新規地方債発行の抑制に努める。
・人口１人当たり地方債現在高：　近年、投資的事業の抑制に努めたことにより、類似団体平均を下回
　　っている。今後も地方債残高が類似団体平均を上回らないように努める。
・ラスパイレス指数：　近年、低下傾向にあるが、なお類似団体平均を上回る９６.８となっている。
　　合併後も、職員の給与体系の見直しや各種手当の総点検を行うなど、より一層の給与の適正化に
　　努める。
・人口1000人当たり職員数：　定員適正化計画５ヶ年計画（平成１２～１６年）により、退職者の不補
　　充や民間委託の推進などにより、類似団体平均並みとなっている。合併後も、事務事業の見直し
　　や退職勧奨制度などにより適正な定員管理に努める。


